
監
修
者
ま
え
が
き

大
平
総
理
が
他
界
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
十
四
年
の
歳
月
が
流
れ
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。「
光
陰
は
逝

水
の
如
し
」
と
い
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
冷
戦
末
期
か
ら
冷
戦
以
後
に
か
け
て
の
世
界
の
流
れ
は
あ
ま
り

に
も
速
く
、
あ
ま
り
に
も
激
し
い
。
も
し
も
、
大
平
総
理
が
ま
だ
ご
健
在
で
あ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
こ
の
時

代
の
変
化
を
ど
う
読
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
日
本
政
治
は
ど
う
い
う
舵
取
り
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
多
磨
墓
地
の
墓
碑
銘
の
ま
え
に
佇
ん
で
、
静
か
に
い
ま
は
亡
き
総
理
の
声
に
耳
を
傾

け
、
お
話
を
し
て
み
た
い
昨
今
で
あ
る
。

大
平
内
閣
は
、
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
十
二
月
七
日
か
ら
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
六
月

十
二
日
ま
で
の
僅
か
一
年
七
カ
月
間
の
短
命
内
閣
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
内
閣
が
残
し
た

未
来
へ
の
政
治
的
遺
産
は
、
そ
の
後
の
歴
代
内
閣
に
よ
っ
て
大
切
に
継
承
さ
れ
て
今
日
に
ま
で
そ
の
影
響

を
与
え
て
い
る
。
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
は
、
政
治
家
大
平
正
芳
の
深
い
見
識
と
ゆ
た
か
な
人
徳
に
負
う

と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
い
。

大
平
総
理
の
伝
記
は
ま
ず
最
初
に
、『
伝
記
編
』『
追
想
編
』『
資
料
編
』
か
ら
な
る
『
大
平
正
芳
回
想

録
』
全
三
巻
（
大
平
正
芳
回
想
録
刊
行
会
）
の
な
か
の
一
巻
と
し
て
、
昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
六

月
十
二
日
の
三
回
忌
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
伝
記
編
の
英
文
版
の
作
成
作
業
が
進
め
ら
れ
、
E
・

O
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
教
授
に
長
文
の
序
文
を
い
た
だ
い
て
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
に"P

ostw
ar
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International

か
ら
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
英
文
版
の
た
め
に
新
た
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
草
稿

は
、
同
時
に
邦
文
で
『
大
平
正
芳
　
人
と
思
想
』
と
題
し
て
、
大
平
正
芳
記
念
財
団
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

ま
た
同
書
の
中
国
語
版
は
、
翌
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
、
中
日
友
好
協
会
な
ら
び
に
中
日
関
係
史
研

究
会
の
編
訳
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
。

本
書
は
、
こ
う
し
た
刊
行
事
業
の
成
果
を
基
礎
に
、
大
平
正
芳
の
思
想
と
行
動
、
業
績
と
遺
産
を
よ
り

学
術
的
、
専
門
的
に
分
析
、
研
究
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
部
は
大
平
正
芳
の
政
治
哲

学
と
時
代
認
識
、
外
交
政
策
と
経
済
政
策
、
政
治
姿
勢
と
行
政
手
法
な
ど
に
関
す
る
学
術
的
、
専
門
的
研

究
論
文
六
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
二
部
は
外
交
・
内
政
、
経
済
・
財
政
、
思
想
・
人
物
な
ど
の
各

分
野
に
関
す
る
三
十
四
編
の
評
論
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
第
一
部
、
第
二
部
を

構
成
し
て
い
る
諸
論
文
、
評
論
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
通
じ
て
、
政
治
家
大
平
正
芳
の
業
績
と
遺
産
が
よ
り

明
確
に
再
評
価
、
再
認
識
、
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
念
願
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
三
人
は
大
平
内
閣
時
代
に
、
総
理
の
御
指
示
に
従
っ
て
、
内
閣
直
属
の
総
理
大
臣
諮
問
機
関

と
し
て
設
置
さ
れ
た
九
つ
の
政
策
研
究
グ
ル
ー
プ
―
―
①
田
園
都
市
構
想
研
究
グ
ル
ー
プ
（
議
長
･
梅
棹

忠
夫
国
立
民
族
学
博
物
館
長
）、
②
対
外
経
済
政
策
研
究
グ
ル
ー
プ
（
議
長
・
内
田
忠
夫
東
京
大
学
教
授
）、

③
多
元
化
社
会
の
生
活
関
心
研
究
グ
ル
ー
プ
（
議
長
・
林
知
己
夫
統
計
数
理
研
究
所
長
）、
④
環
太
平
洋

連
帯
研
究
グ
ル
ー
プ
（
議
長
・
大
来
佐
武
郎
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
会
長
）、
⑤
家
庭
基
盤
充
実
研
究

グ
ル
ー
プ
（
議
長
･
伊
藤
善
市
東
京
女
子
大
学
教
授
）、
⑥
総
合
安
全
保
障
研
究
グ
ル
ー
プ
（
議
長
・
猪
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木
正
道
平
和
・
安
全
保
障
研
究
所
理
事
長
）、
⑦
文
化
の
時
代
研
究
グ
ル
ー
プ
（
議
長
・
山
本
七
平
山
本

書
店
主
）、
⑧
文
化
の
時
代
の
経
済
運
営
研
究
グ
ル
ー
プ
（
議
長
･
館
龍
一
郎
東
京
大
学
教
授)

、
⑨
科
学

技
術
の
史
的
展
開
研
究
グ
ル
ー
プ
（
議
長
・
佐
々
学
国
立
公
害
研
究
所
長
）
―
―
の
幹
事
役
を
分
担
し
て
、

総
理
秘
書
官
、
内
閣
補
佐
官
、
各
研
究
グ
ル
ー
プ
・
メ
ン
バ
ー
の
各
界
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

各
研
究
グ
ル
ー
プ
の
企
画
・
調
整
・
報
告
書
取
り
ま
と
め
の
作
業
に
当
た
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
ご
縁
か

ら
、『
大
平
正
芳
回
想
録
』
全
三
巻
の
刊
行
事
業
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の

な
か
の
『
伝
記
編
』
の
監
修
者
を
共
同
し
て
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
英
語
版
、
中
国
語
版
、

な
ら
び
に
そ
の
日
本
語
版
に
あ
た
る
『
大
平
正
芳
　
人
と
思
想
』
な
ど
一
連
の
伝
記
監
修
に
も
た
ず
さ
わ

っ
て
き
た
関
係
で
、
今
回
、
そ
の
姉
妹
編
と
も
い
う
べ
き
『
大
平
正
芳
　
政
治
的
遺
産
』
の
監
修
の
仕
事

も
お
引
受
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
書
の
表
題
を
、『
大
平
正
芳
　
政
治
的
遺
産
』
と
し
た
の
は
、
政
治
家
大
平
正
芳
が
残
し
た
数
々
の

未
来
へ
の
政
治
的
遺
産
と
も
い
う
べ
き
も
の
―
―
九
つ
の
政
策
研
究
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
も
そ
の
一
部
で

あ
る
と
考
え
る
が
―
―
を
い
ま
一
度
し
っ
か
り
と
再
認
識
、
再
検
討
し
て
み
る
こ
と
が
、
冷
戦
以
後
の
国

際
秩
序
の
再
編
成
期
、
一
九
五
五
年
体
制
と
い
わ
れ
て
き
た
戦
後
日
本
の
政
治
体
制
崩
壊
後
の
国
内
政
治

の
激
動
期
に
不
可
欠
の
知
的
作
業
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

も
し
も
、
大
平
総
理
ご
健
在
な
り
せ
ば
、
自
ら
筆
を
と
っ
て
序
文
を
書
き
た
い
、
あ
る
い
は
各
論
文
や

評
論
等
に
存
分
に
朱
を
入
れ
た
い
、
む
し
ろ
ご
自
身
で
長
文
の
論
文
を
書
き
た
い
と
言
わ
れ
た
に
違
い
な

い
と
思
い
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
「
監
修
者
ま
え
が
き
」
を
書
き
綴
っ
て
い
る
。
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ま
た
、
大
平
総
理
が
逝
去
さ
れ
て
以
来
の
十
有
余
年
の
歳
月
の
経
過
す
る
間
に
、
大
平
志
げ
子
夫
人
、

英
語
版
に
絶
筆
と
な
っ
た
長
文
の
序
文
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
E
・
0
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
先
生
な
ら
び

に
大
来
佐
武
郎
先
生
、
山
本
七
平
先
生
、
内
田
忠
夫
先
生
は
じ
め
と
す
る
政
策
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
方
々

を
含
め
て
、
多
く
の
方
々
が
鬼
籍
に
入
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
も
す
る
と
大
平
総
理
は
、
地
上
に
残

さ
れ
た
連
中
だ
け
に
は
ま
か
せ
て
お
け
な
い
と
、
あ
の
世
で
こ
れ
ら
の
親
し
い
方
々
を
集
め
て
、
新
し
い

政
策
研
究
の
勉
強
会
を
ま
た
再
開
し
て
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
気
さ
え
す
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
書
の
た
め
に
ご
多
忙
の
な
か
を
論
文
、
評
論
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
快
く
ご
執
筆
い
た
だ
い

た
執
筆
者
各
位
に
、
ま
た
本
書
の
編
集
、
出
版
の
た
め
の
沢
山
の
事
務
作
業
を
裏
方
と
し
て
根
気
よ
く
支

え
て
下
さ
っ
た
大
平
正
芳
記
念
財
団
の
各
位
に
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

大
平
総
理
の
十
五
回
目
の
ご
命
日
に
際
し
、
あ
ら
た
め
て
総
理
な
ら
び
に
志
げ
子
夫
人
の
ご
遺
徳
を
偲

び
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
総
理
と
ゆ
か
り
の
深
か
っ
た
多
く
の

他
界
さ
れ
た
諸
先
生
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
、
本
書
を
慎
ん
で
総
理
の
ご
霊
前
に
捧
げ
た
い
と
思
う
。

平
成
六
年
四
月

公
　
文
　
俊
　
平

香
　
山
　
健
　
一

佐
　
藤
　
誠
三
郎
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